
東北大学・高岡洋輔講師、近畿大学理工学部生命科学科・早坂晴子准教授、京都大学工学研究

科・浜地格教授らの共同研究グループは、生細胞における機能を損なうことなく細胞膜受容体

をラベルする手法を開発しました。 

 

【本件のポイント】 

・ 新たに開発したリガンド指向性ケミカルラベル法により、生細胞に内在的発現する成長因

子・サイトカイン受容体を特異的ラベルすることができた 

・ 本手法により、リガンド刺激後の成長因子・サイトカイン受容体動態のモニタリングが可能

になった 

 

【研究の背景】 

成長因子やサイトカイン受容体を介したシグナル伝達は、細胞の生存、接着増殖、移動に重要

であることが知られています。リガンド刺激で誘導される細胞内シグナル伝達をより詳細に理

解するために、内在的に発現する受容体動態を生細胞でモニタリングする方法が求められてい

ました。 

 

【研究の概要】 

本研究では、蛍光プローブが付加された反応性増殖因子・サイトカインを用いたリガンド指向

性ケミカルラベル法により、細胞膜受容体を蛍光ラベルすることに成功しました。リガンド刺

激後の経時的な局在解析、細胞遊走時の細胞内挙動解析により、生細胞内における受容体分子

動態が明らかになりました。 

 

【今後の展望】 

本手法は、細胞への遺伝子導入などの必要がなく、細胞に内在的に発現する受容体をターゲッ

トとして特異的ラベルできる点で優れています。またラベル化受容体には再びリガンドが結合

できるため、受容体としての機能を保持したまま細胞内分子動態を解析できます。将来、さま

ざまな細胞膜受容体に本手法が適用され、これまで詳細が明らかになっていなかったリガンド

依存的細胞内シグナル伝達の理解が進むことが期待されます。 

 

【掲載誌】https://doi.org/10.1016/j.chempr.2018.03.021 
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